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NY マーケットレポート（2018 年 4 月 5 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、トランプ大統領が NAFTA（北米自由協定）を巡る合意はかなり早期にまとまる可能性が高いと指摘したことや、ク

ドローNEC（米国家経済会議）委員長が、米国と中国は時間を経て貿易面で合意に至ると予想していると述べたことが伝わった

ことが好感され、米中の貿易摩擦への懸念が後退したとの見方が広がった。これを受けて、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、

相対的に安全な通貨とされる円を売ってドルを買う動きが優勢となった。また、欧米の主要株価が大きく上昇したことも影響し、

ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

主要な経済指標結果 

 

米新規失業保険申請件数 24.2 万件（予想  22.5 万件・前回  21.5 万件⇒21.8 万件） 

 

米失業保険継続受給者数 180.8 万人（予想 184.3 万人・前回 187.1 万人⇒187.2 万人） 

 

米失業保険申請件数は、前週比+2.4 万件の 24.2 万件となり、1/5 までの週以来の高水準となった。申請件数の 4週移動平均は、

前週比-0.3 万件の 22 万 8250 件だった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-6.4 万人の 180.8 万人とな

った。受給者数の 4週移動平均は、前週比-1 万 3500 人の 184 万 8250 人となった。受給者比率は、前週から横ばいの 1.3％だっ

た。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

2 月米貿易収支 -576 億 USD（予想 -568 億 USD・前回 -566 億 USD⇒-567 億 USD） 

 

2 月の米貿易収支では、赤字額が前月比+1.6％の 575 億 9100 万ドルと、金額ベースで 2008 年 10 月以来、9年 4ヵ月ぶりの高水

準となった。赤字額は 6 ヵ月連続で増加しており、モノの赤字も 2008 年 7 月以来の高水準となった。特に、一次産品の値上が

りが赤字拡大の一因となった。国別では、対中赤字は前月比-18.6％の 292 億 6200 万ドル、対日赤字は-2.6％の 55 億 300 万ド

ル（約 5900 億円）、対メキシコは+46.6％の 60 億 6300 万ドル、対ドイツは-0.7％の 53 億 5100 万ドル。 
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出所：Bloomberg 

 

 

米要人発言 

ボスティック・アトランタ連銀総裁 

・2％インフレは、次の 2四半期内に達成へ 

・インフレは、2％を多少超えても問題ない 

・貿易の保護主義は成長を困難にする傾向がある 

・ボラティリティーは、金融当局に問題と見ていない 

 

 

米主要株価は3営業日続伸 

米株式市場は、米中の貿易摩擦激化に対する懸念が後退したとの見方から、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、序盤から買いが

優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時 357 ドル高まで上昇。3 日間の上げ幅は計 861 ドルに達し、

3/21 以来、約 2週間ぶりの高値水準となった。一方、S&P500 も 2 週間ぶりの高値で終了した。 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：データを基に SBILM が作成 

 

 

リスク回避姿勢が和らぎ、ドル円・クロス円は堅調な動き 

 

トランプ大統領が、NAFTA（北米自由協定）を巡る合意はかなり早期にまとまる可能性が高いと指摘したことや、クドローNEC

（米国家経済会議）委員長が、米国と中国は時間を経て貿易面で合意に至ると予想していると述べたことが好感され、米中の貿

易摩擦への懸念が後退したとの見方が広がった。これを受けて、投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、相対的に安全な通貨とされ

る円を売ってドルを買う動きが優勢となった。また、米主要株価が上昇したことも影響し、ドル円・クロス円は堅調な動きとな

った。ただ、その後は米雇用統計の発表を控えて、様子見ムードも強まり、狭いレンジ内の動きが続いた。 

 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


